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D 137 女子大学生の着衣推移実態に関する研究（第3 報)
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目的　健康で快適な衣服を追求し、演者らは久しく着衣調査を進めてきたが、それらの

態の変遷をたどり、実情を把握して、今後の被服教育と研究に役立たせるべく、本調査

究を実施した。約20年前（1968～1969年）に実施した女子大学生の着衣調査と、今回

1986～1987年）の着衣調査との比較に於て、第１、２報に引続き、冬季・春季の着衣実

における服種と組合わせについて若干の成績を得たので報告する。

方法　調査は京阪神に居住する健康な女子大学生( 18～19才）を対象とし、1968～1969

年　121名、19B6～1987年　125名について、毎月中旬に調査用紙を配布し、記入せしめた。

調査内容の大要は. 1）年齢、身長、体重　2）気温、湿度、暖房冷房の有無、寒暑感覚

等　3）衣服重量、衿開きべ袖丈、衣服丈、材質、デザイン等　4）靴下手袋等、類被服

の重量、材質、デザイン　5）靴類、傘類の重量、である。

　結果　冬季において顕著な変化が認められた服種として、スリップは、着用率および重

量が、前回は98.6％、82.3 g ,今回は20.4%、60. lgと共に大幅な減少を示す。セーター

は、着用率が前回は75.2％、今回は26.0％、と大幅な減少を示し、平均重量は　217.7 g。

　285 .1 gと増加を示す。コートは、着用率が前回は80.3％、今回は37.5 ％と大幅な減少を

示すが、平均重量に変化は認められない。ショーツは、着用率に変化は認められないが、

平均重量は前回は46.3 g、今回は19.8gと大幅な減少を示す。従って、内衣については着

用枚数および被覆面積の減少、重量の軽量化が判明した。他の服種および組合わせ、春季

における結果についても更に検討し報告する。

D 138 布・紙おむつの改良に関する基礎研究一着装時，肌側素材の着用感，衣服内湿潤への影響

　　　　　　　　　　　　平松　園江（元福岡女子大家政）　　　甲斐　今日子（佐賀大教育）

　　　　　　　　　　　　才田　真喜代（中村学園短大）　　　○森　まき子（中村学園短大）

　【目的】　子供の排泄の自立への導きに関与するおむつの役割や，快適性を考える時，肌に

触れるおむつ素材の着用感と衛生状態を把握し，寝たきり病人，老人用おむつの品質改善や

使用法を工夫する為の基礎条件を明らかにする必要がある。そこで，防水素材の透湿性の有

無の影響について報告したのに引き続き，肌に触れる素材２種（布と合繊不織布）の着用感，

おむつ内湿度，防水素材内部の湿潤等を着装実験を行い検討したので報告する。

　【方法】　試料は，不通気合繊カバーと晒おむつ（不通気布おむつ) .透湿合繊カバーと晒

おむつ（透m布おむつ) .不通気紙おむつ，･透湿紙おむつとした。更に，透湿布おむつに不

織布，透湿紙おむつに晒を組ませたものを加え，肌側素材の影響を調べた。実験方法は，温

度29±1℃.湿度65±5 %nの恒温恒湿室において，成人女性３名に試料を着装させ，おむ

つ内温湿度（前部，後部. 脊裂部）の経時変化の測定と，着用感についての評価を行った。

測定時間は２時間とした。

　【結果】　おむつ内湿度を素材別にみると, 脊裂部では，不通気紙おむつ（肌側不織布）≧

透湿紙おむつ（肌側不織布）＞不通気布おむつ（肌側晒）＞透湿布おむつ（肌側晒）となり，

紙おむつか布おむつかの彫響か大き＜,前後部では，不通気紙おむつ≧不通気布おむつ＞透

湿紙おむつ＝透湿布おむつとなり，不通気群と透湿群との差が大であった。肌側素材別に比

較すると，不織布の場合は･布の場合より湿度か高く，特に脊裂部において顕著であった。着

,用感は，総合すると不通気紙おむつか悪く透湿布おむつか良いという評価であった。


